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(2)動物の誕生 

魚を育てたり人の発生についての資料を活用したりして、卵の変化の様子や水中の小さな生物を調べ、

動物の発生や成長についての考えを持つことができるようにする。 

ウ 人は母体内で成長して生まれること 

人が母体内で成長して生まれることについては、資料を基にして調べ、受精した卵が母体内で少し

ずつ成長して体ができていくことや、母体内でへその緒を通して養分をもらって成長することをとら

えられるようにする。 

 

(2) 植物の発芽から結実までの過程、動物の発生や成長、流水の様子、天気の変化を条件、時間、水量、 

自然災害などに目を向けながら調べ、見いだした問題を計画的に追及する活動を通して、生命を尊重 

する態度を育てるとともに、生命の連続性、流水の働き、気象現象の規則性についての見方や考え方 

を養う。 

 第５学年 理科学習指導案 
日 時 ：平成２６年１１月１１日（火）  ５校時 

児 童 ：５年１組 男１５名 女２３名 計３８名 

                       指導者 ：藤田 沙織 

 

【研究主題】ふるさとの復興を担う「人づくり」の展開 ～「自分から」かかわり、学びを深める児童の育成～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名   人のたんじょう (B 生命・地球 (2)動物の誕生) 

         

２ 単元の構想 

 (1) 学習指導要領に示されている指導目標及び内容 

  ○目 標 

 

 

 

 

 

 

   

 

○内 容 

    

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習の系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宮古に来て、新しく知ったことや学んだことがたくさんある。震災後、当時私は大学生で、大学ではた

くさんの支援やボランティアなどを呼びかけていたが参加しなかった。大学の授業でも震災や心のケアに

ついて触れてきたたが、深く考えることはなかった。しかし、宮古にきて復興教育について考えたり、被

災した子どもたちと触れ合ったりすることで、東日本大震災がもたらした多くの被害を改めて実感した。

また、自分の防災に対する意識の低さやいのちを守っていくということや、岩手県民なのに震災について

無知な自分が恥ずかしく思えた。しかし、公開授業にむけてたくさんの先生方の復興教育を取り入れた授

業を見ることや、防災教育・避難訓練を通し、「いきる」「かかわる」「そなえる」の教育的価値の重要性を

知り、復興教育について理解していくことで、私のなかで「教師として」子どもになにを教えていくかと

いうことが変わってきた。 

 本単元の授業では、人の誕生について学んでいく。その中で、生命の誕生と母体内での子どもの成長の

素晴らしさに感動し、生命の大切さを新しく実感させたい。また、復興・発展を担う子どもたちが、人や

家族とかかわりあい、支えあって生きていくという意識を高めたい。 

 

 

 

本単元の「人のたんじょう」で、どんな子どもに育てていきたいのかを書く。 

 

 

第５学年の目標 

 Ｂ生命・地球 

 体つくり運動 

第５学年 
○植物の発芽、成長、結実 

・種子の中の養分 

・発芽の条件 

・成長の条件 

・植物の受粉・結実 

○動物の誕生 

・卵の中の成長 

・水中の小さな生物 

・母体内の成長 

 

 

 

 

 

第３学年 
○昆虫と植物 

・昆虫の成長と体のつく

り 

・植物の成長と体のつく

り 

○身近な自然の観察 

・身の回りの生物の様子 

・身の回りの生物と環境

とのかかわり 

第６学年 
○人の体のつくりと動き 

・呼吸 

・消化・吸収 

・血液循環 

・主な臓器の存在 

○植物の養分と水の通り道 

・でんぷんのできかた 

・水の通り道 

 

第４学年 
○人の体のつくりと運動 

・骨と筋肉 

・骨と筋肉の働き 

○季節と生物 

・動物の活動と季節 

・植物の成長と季節 
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(2) 単元構想図 

  

◎本校の復興に向かう合言葉＝「自分から」 
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【児童の実態】 
○男女仲良く活動し、明るい雰囲気。 

○発問に対し、活発に手を挙げ、発言できる。 

●言葉遣いが悪く、感情のままに話す子がいる。 

●最後まで集中できない児童が何人かいる。 

≪理科に関するアンケートから≫ 

・理科の学習が好きな児童が多く、「人の誕生」

について、赤ちゃんはどうやって生まれてくる

のか、どうやって大きくなるのかを学習したい

と思っている子が多い。 

【単元について】 
本単元では、一人一人の児童が、自分の意見をも

ち、いのちについて考えられるようにする。また、

人の誕生のすばらしさや成長過程を学んでいくな

かで、人は一人ではなく、家族や周りの人に支えら

れて生きていることを実感し、そのいのちを自分自

身で守っていくという意識を高めていきたい。 

 

  

  

☆仲間づくりのための手立て・2 

実感を伴った理解を図るために 

・ 羊水などの科学的言葉の意味を理

解し、赤ちゃんの成長・大きさの

変化や、母親のからだの変化に気

づき、妊婦体験用モデルをつける

など体験的な活動を位置づける。 

 

☆仲間づくりのための手立て・1 

人の誕生・成長に興味をもたせるために 

・ 生命誕生の不思議・尊さを、資料

を効果的に活用して提示する。 

 

復興教育とのかかわり 1 

◇1「生きる」 

 震災津波の経験を踏まえ

た生命の大切さ・心のあり

方・心身の健康 

①【かけがいのない生命】 

  

 

 

 

 

復興教育とのかかわり 2 

 

◇2「かかわる」 

 震災津波の経験を踏ま

えた人との絆の大切さ・

地域づくり・社会参画 

⑧【家族のきずな】 

  

 

 

 

 

 

 

 

≪本単元で目指す子どもの姿≫ 

【かかわり合う～仲間づくり】 

生命の誕生と母体内での子どもの成長のすばらしさを理解し、自分だけ

ではなく、かかわる人たちの生命も大切できる子 

                     
 

◎一人一人が何億分

の一という確率で

命が育まれ、生まれ

たこと、みんなと出

会えたことの奇跡

を実感するととも

に、家族に対する理

解と愛情を育む。 

  

◎人の誕生のすばらし

さを実感し、いのち

を大切にする気持ち

を育てる。 

☆仲間づくりのための手立て・3 

いのちの大切さやすばらしさを育むために 

・ 赤ちゃんは母体内の中でどのよう

に成長し、どのように生まれてくる

のかを資料を効果的に活用して調

べたことをもとに、家庭でも話し合

うことにつなげる。 

・ 災害時に生まれた赤ちゃんを守る、

家族や周りの人の姿から、かけがえ

のない生命を守る尊さについて気

付かせる。 
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(3) 単元の目標 

  ① 自然現象への関心・意欲・態度 

・ 人の誕生と母体内での子どもの成長に興味をもち、進んで母体内での子どもの様子を考えたり、調べ

たりすることができる。 

  ② 科学的な思考・表現 

・ 人は母親の体の中で育ってから生まれてくると考え、自分の考えを表現することができる。 

  ③ 観察・実験の技能 

・ 母体内での子どもの成長過程を調べ、変化の特徴をとらえて記録できる。 

  ④ 自然現象についての知識・理解 

・ 人は、受精した卵が母体内で少しずつ成長してから、子どもが生まれてくることを理解できる。 

３ 指導と評価の計画 

時

間 
主な学習活動 理科のねらい 評価規準（評価方法） 復興教育のねらい 

１ 

・いのちの始まりについて知る。 

・単元全体の学習課題を確認し、

学習計画を立てる。 

・人の誕生について疑問に思う

こと、知りたいこと、調べた

いことを挙げる。 

○話し合う活動        

人の生命の誕生や、

母体内での子どもの

成長に興味に対する

関心や問いをもつこ

とができる。 

【関】人の誕生と母体内で

の子どもの成長に

興味をもち、進んで

母体内での子ども

のようすを想像し

たり、調べようとし

たりしている。（行

動観察・ノート） 

・命のはじまりについ

て考えさせ、家族や

クラスの仲間と出

会い、奇跡について

理解することがで

きる。 

[かかわる] 

⑧[家族のきずな] 

 

２ 

・胎児は、子宮のなかでどのよ

うに育ち変化するのかを、教

科書や資料、図鑑を使って調

べる。 

○調べる活動 

班ごとで資料を使

い、母体内での子ど

もの成長の様子につ

いて調べることがで

きる。 

【技】母体内での子どもの

成長過程を調べ、変

化の特徴をとらえ

え記録している。

(記録用紙) 

 

 

 

３(

本
時) 

・胎児は子宮内で、どこから養

分を取り入れ育っていくのか

を調べる。 

・妊婦体験用モデルをつけ、子

宮内にいる胎児の重さを実感

する。 

 

 

○実感を伴った体験 

子宮内での胎児の成

長過程や成長を支え

ることを考え、実際

に妊婦用体験モデル

をつけ、胎児の重さ

を実感することがで

きる。 

【思】子宮内で胎児はどの

ように成長してい

るのかを考え、生命

のすばらしさにつ

いて表現しようと

している。 

・一人一人の命が母親

の中で大切に育ま

れていることに気

付くことができる。 

[かかわる] 

⑧[家族のきずな] 

４
・
５ 

・人の誕生について分かったこ

とや感じたことについてまと

める。 

・震災時に赤ちゃんを産んだ母

親の VTRを視聴する。 

 

○まとめる活動 

母体内での子どもの

様子や人の生命の誕

生の様子を調べる活

動を通して、生命の

すばらしさについて

考え、表現すること

ができる。 

【意】人の生命の誕生と、

母体内での子ども

のすばらしさに感

動し、生命の大切さ

を表現しようとし

ている。(発表・記

録) 

・震災時に生まれた赤

ちゃんを守る家族

や周りの人の姿か

ら、一人一人がかけ

がえのない命であ

ることを実感する

ことができる。 

[いきる] 

①[かけがえのない生命] 

６ 

・母体内での子どもの成長につ

いてまとめ、班ごとで発表会

をする。 

○発表し確かめる活動 

調べてきたことを確

認し、理解を深める

ことができる。 

【知】人が母体内で成長し

ていく様子を、資料

を活用して調べ、ま

とめている。 

   (ポスター) 

・命を大切にしようと

する気持ちをもつ

ことができる。 

[いきる] 

③【価値ある自分】 
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４ 本時の学習について 

(1) 目 標 

  ○ 子宮内で胎児はどのように成長することができるのかを考え、実感を伴った体験を通して、いのちのす

ばらしさや大切さについて表現することができる。 

 (2) 評価規準 

 

 

 

 

 

 (3) 理科の視点、復興教育からの視点からの手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）展開 

段

階 

学習活動（○主発問） 

 ・期待する児童の反応 
○教師の支援 

◎評価 

◇目指す児童の具体的な姿 

 

 

 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

７ 

分 

 

1 胎児の子宮内の成長から課題 

につなげる。 

○前の学習ではなにが分かりまし

たか？ 

・栄養をもらっている。 

・だんだん大きくなっていく。 

・子宮の中で赤ちゃんがどのよう

に成長しているのか。 

・最初は１センチだけど、生まれ

るときは５０センチになってい

る。 

・どうしてこんなに成長できる

の？ 

 

 

 

 

 

2 本時の学習課題を設定する。 

 

 

 

 

 

○写真やノートや表を振り返り、自

分の言葉で説明させる。 

○最初は本当に小さい卵から命が

始まっている。 

○１か月で身長 1 ㎝だけれど、生ま

れるときは 50 ㎝になっている。 

○子宮内で着々と成長していくこ

とを確認する。 

 

 

 

 

○子宮内でどうしてこんなに成長

できるのか、児童の問いを生かし

ながら課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇積極的に発言している。 

 

 

 

ふ

か

め

る 

 

33 

分 

3 なぜ成長することができるの 

か予想する。 

○成長するために必要なことはな

んですか？ 

・食べ物。 

・空気、酸素。 

・栄養分。 

 

 

 

 

 

 

○成長するためには何が必要なの

か考えさせ、胎児も生きるために

は栄養と酸素が必要であること

に気付かせる。 

 

 

○とりいれるものでなく、排泄につ

いても考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子宮内で胎児はどのようにして成長して

いるのかを考え、生命のすばらしさについ

て表現しようとしている。(発言・ノート) 

努力を要する児童の支援 

・映像資料を見せたり、友達の考えを聞か

せたりしながら、生命誕生について感じ

ることはないか問いかけ、考えさせる。 

 

科学的な思

考・表現 

＜理科の視点から＞ 

  ア 人の誕生に興味をもたせるために、資料を効果的に活用して調べさせる。 

  イ 生き物が生きるために必要な共通点を関連付け、栄養・呼吸・排泄について考えさせる。 

  ウ 実感を伴った理解を図るために、羊水のはたらきや赤ちゃんの重さを体験させる。 

＜復興教育の視点から＞ 

  ア 自分自身の誕生について家庭でも話し合うことにつなげ、たくさんの愛情が注がれてきたことに気付 

かせる。                           ⑧【家族のきずな】 

   

子宮の中で、赤ちゃんが成長できるのはなぜだろう。 
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4 子宮の中でなぜ赤ちゃんは成

長できるのかを、教科書や本な

どを使って調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 調べたことを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 妊婦用体験モデルをつけて体

験する。 

 

○実際につけてみてどうですか？

普通に生活できますか？ 

 ・重い。 

 ・腰が痛い。 

 ・大変。 

 

○赤ちゃんをうむお母さんをどう

思いますか？ 

 ・すごい。 

 ・お母さんってすごいな。 

 ・守られていたんだ。 

 

 

 

7 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

○調べたことを自分の言葉にして

ノートに書かせる。 

 

胎盤 

・母親から養分や酸素を胎児に渡

す。 

・胎児を有害なものから守る。 

・胎盤はお母さんの子宮とつながっ

ている。 

へそのお 

・へそのおを通して養分や酸素を渡

す。 

・いらなくなったものもへそのおか

ら渡す。 

羊水 

・胎児を衝動などから守っている。 

 

 

○発表したことを板書に位置づけ、

動画資料で確かめさせる。 

 

○子宮内は羊水で覆われているこ

とにつなげ、胎児を守る役割があ

ることに気付かせる。 

○ふくろの中に豆腐入れ、ふくろの

中に水と豆腐を入れたものを2つ

用意し、羊水のはたらきを実感さ

せる。 

 

 

 
 

○実際に胎児に見立てたモデルを

用意し、子どもの肩から腹部にか

けてつりさげ、日常生活の動作を

させることで、大変であることに

気付かせる。 

 

○赤ちゃんはお腹の中にいるとき

から、母親に守られていたことに

気付かせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇胎児はどうして成長するこ

とができるのか意欲的に調

べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇妊婦用体験モデルをつけ、日

常母生活の動作が大変だと

いうことに気付き、苦労がわ

かる。 

 

 

◇赤ちゃんの重さを実感する

ことで、自分たちも子宮内に

いる時から守られていたこ

とに気付いている。 

子宮の中で赤ちゃんは、へそのおとたいばんを通して、母親から養分をもらっ

たり、いらないものをかえしたりしている。また、子宮内は羊水で満たされ、外

部からの力を和らげ、赤ちゃんを守っている。 
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 （５）板書計画  

11/11 (火) No，44  
 

 

 
 

予想 

成長するために必要なこと 

 

○食べ物（栄養分）  ○空気（酸素）   

             

   

 

  

          

 ○おしっこ・うんち（排泄） 

 

 

 

ひ

ろ

げ

る 

５

分 

8 学習をふりかえる。 

・お母さんはお腹に赤ちゃんがい

る時はいつも大変だったんだな。 

・苦労が分かった。 

・胎盤やへそのおのはたらきが分

かった。 

 

○学習をふりかえり、考えたことや

感想を書かせ、発表させる。 

  

 

 

◇学習を振り返り、母体内での

役割を理解している。また、

生命の成長や子宮の中で、子

どもが育っていくすばらし

さを実感している。 

子宮の中で、赤ちゃんが成長できるのはなぜだ

ろう。 

 

○赤ちゃんは、へそのおとたいばんを通して、母

親から養分をもらったり、いらないものをかえ

したりしている。 

○羊水は外部からの力を和らげ、赤ちゃんを守っ

ている。 

 

子宮内の図 へそのお 

たいばん 

羊 水 


